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臨床認知症評価法 – 日本版 (CDR–J ) 

 
 

障害 

 
得点 
 
 
Sum of Boxes 
 
 
Global CDR 
 

得点 
 

なし 
0 

疑わしい 
0.5 

軽度 
1 

中等度 
2 

重度 
3 

 

記憶 
記憶障害なし、あるいは、 

軽度の断続的な物忘れ。 
 

軽度の物忘れが常に存在。 

出来事を部分的に思い出す。 

“良性“健忘。 

中等度の記憶障害。 

障害は最近の出来事についてより著
しい。障害は日々の活動を妨げる。 

重度の記憶障害。 

十分に学習したことのみ保持。 

新しいことは急速に記憶から消失。 

重度の記憶障害。 

断片的なことのみ記憶に残存。 

 

見当識 
十分に見当識がある。 時間的前後関係に軽度の困難がある

ことを除き、十分に見当識がある。 

時間的前後関係に中等度の困難が 

ある。検査の場所についての見当識
は正常。他の場所についての地理的
見当識障害があるかもしれない。 

時間的前後関係に重度の困難があ
る。たいていの場合、時間的見当識
は障害され、地理的見当識もしばし
ば障害される。 

自分についての見当識のみが保たれ
ている。 

 

判断力と 

問題解決能力 

日常の問題を解決し、仕事上および 

金銭上の問題を十分処理できる。 

過去の実績と比較して、遜色のない 

すぐれた判断力。 

問題解決、類似点および相違点に 

軽度の障害がある。 

問題解決、類似点および相違点に 

中等度の困難がある。 

たいていの場合、社会的判断力は 

保持されている。 

問題解決、類似点および相違点に 

重度の障害。 

たいていの場合、社会的判断力は 

障害されている。 

判断あるいは、問題解決が出来ない。 

家庭外において、自立して機能するようには見えない。 

地域社会の活動 
 

仕事、買い物、ボランティア、社会 

集団において、通常のレベルでは 

自立して機能する。 
 

左記の活動に軽度の障害がある。 左記の活動のいくつかに、まだ 

たずさわっているかもしれないが、
自立して機能出来ない。通り一遍の
検査だと正常そうに見える。 

家庭外の会合に連れて行って 

もらえるくらい健康そうに見える。 

家庭外の会合に連れて行ってもらう 

には、具合が悪すぎるように見える。 

 

家庭および趣味 
家庭生活、趣味および知的興味の 

十分な保持。 

家庭生活、趣味および知的興味は 

軽度に障害されている。 

家庭における機能は軽度だが明確に 

障害されている。 

より困難な家事はやめている。 

より複雑な趣味や興味の喪失。 

単純な家事のみの維持。 

非常に限られた興味が不十分に保持 

されている。 

家庭において、重要な機能が果たせ 

ない。 

 

身の回りの世話 
自分の面倒は自分で十分みることができる。 促すことが必要。 着衣、衛生、身の回りの品の保管な

どに手伝いが必要。 

身の回りの世話において、多くの 

助けが必要。 

頻繁に失禁がある。 
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